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（山田直樹）
I 神奈川歯科大学短期大学部紀要投稿規程 1 
1 • 本誌の発行
本誌は原則として年 1回、 3月に発行する。
投稿の締切日は11月末日とする。
2. 投稿資格
1)投稿は、本学の専任および非常勤教員とする。ただし、学外者を共著者とする事は差し支えない。
2)投稿論文は他誌に発表したことのないものに限る。
3)投稿編数は、本研究報告各号のfU行にあたり、同一人につき、単独研究は 1編、共同研究は 2
編までを原則とする。
3. 投稿の手引、採否及び掲載順序
1)入稿は、原稿及び電子媒体 (CD-R等）とする。電子媒休にはOSとSoft名、 verを記人する。
2)原稿の記述順は、表題（和文と英文双Jj明記）、Keywords (3~5 語）、著者名（和名、アルファ
ベット表記）、所属機関名、本文及び参考文献の順とする。
3)原稿枚数は、 1編につき、写真、図、表などふくめて40枚前後を限度とする。
4)表、図、及び写真は、表 1、図 1及び写真 lなどの番号をつけ本文とは別に一括し、本文中に
は挿人希望場所を欄外に朱書でその位置を指定すること。
5)共著者が本学の専任教員でない場合は、＊及び＊＊などを右肩に付け、所属を明記する。
6) 別刷30部は無料とする。
7) カラー写真については、自己負担とする。
8)参考文献記載の様式
(1)本文の引用箇所の肘に 1)、1)-4)のごとく表し、最後に一括して引用順に掲げる。
(2)記載の方法は原則として下記のごとくにする。
①雑誌の場合著者名：表題名、雑誌名、巻、（号）、頁、年次
（例 I)野崎健、萩野博、田中1言行：味覚に関する研究、日化試、 92、168、(1971)
（例I)Young, A., Sweet, T. S and Baker, B. B, J, 000 Electron Microsc., 68. 261 (1986) 
②単行本の場合 著者名：書名（版）、頁、発行所、発行地、年次
（例 I) 田中元治：溶媒抽出 (2)、P.23、共立出版、東京、 (1965)
（例I)Kateman, G., Q叫 ityControl Analytical Chemistry, P.253 
Academic press, New York, (1977) 
③訳本の場合 著者名：書名版、年次、訳者名：書名、頁、発行所、発行地
④インターネットウェブサイトからの引用 作成者（わかれば）、タイトル、 URL、アクセス
年月日
9) ヒトを研究対象とするものについては、研究倫理審査委員会による審介を受け、投稿原稿にそ
の旨を記載する。承認した研究倫理審在委貝会の名称及び承認番号を記載する。
10)投稿原稿の採否は、アカデミックサポート委員長が任命した複数の在読委員の意見を考慮して、
編集委員会が決定する。
11)受理された論文の著者校正は初校のみとする。
12)投稿論文の掲載順序は編集委員会が決定する。
13)著者への連絡先として代表者氏名、連絡先を入れる。
4. 規程の改正等
1)本規程にない事項は別に委員会で決定する。
2) この規程の改正は教授会の承認を得なければならない。
附則 本規程は、平成25年7月1日より施行する。
本規定は、平成26年6月11:より施行する。
神奈川歯科大学短期大学部アカデミックサポート委員会
-62-
CONTENTS 
ISSN 2188-5907 
The assessment of learning outcomes at the time of the graduation 
; 1mong the dental hy.u:iじnestudents and its inspection of the adequacy 
・From the result、ゞofthe trial run for examinations in the school 
and ti . l b I I I h . 1e nattona oarcc cnta yg1ene exammat10n-
, .... llirolii~;a ARAKAWA, Tohru NAGATANI, Tomoko ABE, Aiko KATAOKA, Masako NAKAMUKAI 
Momo IDE, Yukie SUZUKI, Fukue FUJINO, Tohru NAGATANI, Yasushi NISHIMURA-1 
A1 i1trod1ctio1 ,・frct of Rubric with project learning and a portfolio evaluation as a base. 
..、・................................Naomi MAEYAMA, Tomoko ISHIKAWA~7 
Lい1rni11gof lh<'healthy education in the nursery shool by the nursing student (Part 2) 
Improvement of the learning process of the healthy education …••…………………… ·Mieko HARADA -15 
An investigation of factor of the attendance decision and consciousness after the attendance; 
Nippon foundation home health care center's the entrepreneur upbringing business students. 
................................、...............Tokuko ISHIKAWA, Aki IRISAWA-23 
Educatinal Effects of Cooperation Between Nursing School and 
the Field of Clinical Practice (The Second report) 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Jyunko HIRAI, Hiroe YOSHIKOSHI, Naomi MAEYAMA -:15 
Efforts to safety awareness, including crisis management from 
the disaster pre,ention education in univcrsi1 ics 
-Disaster pre,ention and crisis management education with 
the aim of growth of as medical professionals of student---………•• ………………・Hitoshi NAKAMURA 43 
Pediatric nursing practice Sense of Coherence (SOC) and stress-related 
By introducing a rubric in…………………… Mihoko KIKUCHI, Mieko HARADA, Naomi MAEYAMA-47 
A Study of Reflection Research Focused on the Nursing Educator 
................................ Tomomi TERADA, Yasuyuki TANAHASHI, Rie IKEYA-53 
-63-
